
2019.2.18(月) 14:00-17:80
【会場】参議院議員会館 会議室 101

※永田町駅から徒歩1分、国会議事堂前駅から徒歩4分
http://www.sangiin.go.jp/japanese/taiken/shuhen/shuhen.html

【集合時間】18:80-18:45（議員会館1階ロビー）
会議室には入館証が必要です。ご留意下さい。
・玄関入って右手の手荷物チェックを受けてから、左手のロビーにお越し下さい。
・遅れる方は到着時間を事前に申込みサイトの「備考欄」に記入の上、ロビーにてスタッフをお待ち下さい。

【お申込み】2月17日（日）午後6時まで
下記サイトにご登録の上、議員会館までお越し下さい。

https://ssl.form-mailer.jp/fms/7c51e143606306

【資料代】500円（学生無料）
【定員】100名
【主催】国連小農宣言・家族農業10年連絡会／事務局（お問合せ）：peasantsrightsj@gmail.com

（＊呼びかけ人一覧は下記サイトに掲載） http://unpesantsrights.blog.fc2.com/

【2月18日（月）院内集会＠参議院議員会館 ご案内】

国連小農宣言・家族農業の10年

国連で2018年12月「小農と農村で働く人びとの権利に関する国連宣言」が採択されました。
また、本年より日本を含む世界規模で「国際家族農業の10年」が始まります。今年は、世
界各地で小農についての再評価の機運が広がることが予想されます。

その一方で、日本政府は農業の大規模・企業化優先の政策を推進している現状にあります。
国連で、小農宣言の採決を棄権しただけでなく、今後も宣言にある小農の権利等に関して
政策的に取り組む見通しは、決して明るいものではありません。

世界で小農・家族農業が改めて脚光を浴びる2019年の今こそ、小農中心に農村が形作られ
てきた日本で改めてその意義を確認し、共に考え、政府に取り組みを求める必要がありま
す。農⺠や農⺠団体だけでなく、市⺠、研究者など、あらゆる分野、世代の方々にお集ま
りいただき、議論することから始めたいと思います。ぜひご参加ください。



当日のプログラム

【第1部】（14時〜15時34分）：
農⺠と農⺠団体からの提起と取り組みの紹介

1. 岡崎衆史（農⺠運動全国連合会）
「世界の農政を小農が動かした！ 国連小農権利宣言の背景と意義」
2. 萬田正治（小農学会共同代表、鹿児島大学名誉教授）
「いま、なぜ小農なのか」
3. 松平尚也（耕し歌ふぁーむ3小農学会3京都大学大学院）
「世界的な小農の再評価と日本の農業の課題」
4. 斎藤博嗣（一反百姓「じねん道」3小規模・家族農業ネットワーク・ジャパンSFFNJ）
「温故“地”新」による魅力ある日本農業を、国際家族農業の14年と共に」

司会：渡辺直子（日本国際ボランティアセンター（JVC））

【第2部】（16時〜17時34分）： 政府関係者との対話

■萬田正治（小農学会共同代表、鹿児島大学名誉教授）
日本での持続可能な農業を研究提言するなかで、萬田農園を開設し、合鴨農法による無
農薬米の生産方法を確立・全国に普及させるなどの実績を持つ実践者。全国合鴨水稲会
世話人。霧島生活農学校理事⻑。

＊主催の「国連小農宣言・家族農業10年連絡会」は、「小農宣言」と「国連家族農業の10年」を日本と世界の小農に
とって意味のあるものにするため、また3カ国⺠衆会議2018（＊http://triangular2018.blog.fc2.com/）の流れを受けて、
様々な人びとや団体が集まって連携していくための場として、2019年1月に設置されました。

■岡崎衆史 （農⺠運動全国連合会）
農⺠運動全国連合会（農⺠連）国際部副部⻑。農⺠連は、小農の国際運動組織ビア・カ
ンペシーナの日本の加盟組織。小農の権利宣言の実現に向け、ビア・カンペシーナの仲
間とともに、各国政府などへの働きかけを行う

■松平尚也 （AMネット/耕し歌ふぁーむ）
1995年にAMネット立ち上げに関わり、現在代表理事。 WTO等の会議に参加しグ
ローバルな農の問題に関わりつつ2010年に就農。耕し歌ふぁーむを設立。伝統野菜
等の宅配事業の傍ら京都大学農学研究科で小規模農業について農家の視点から研究し
ている。

■斎藤博嗣（一反百姓「じねん道」/小規模・家族農業ネットワーク・ジャパン）
2005年に東京から茨城へ夫婦で移住し、新規就農。2017年、SFFNJ設立に参画し、国
連『家族農業の10年（2019〜2028年）』を支持するとともに、日本および世界で小規
模・家族農業の役割と可能性を再評価し、農業・食料政策の中心に位置づけることを
求める活動を進めている
■渡辺直子（日本国際ボランティアセンター）
南アフリカ事業担当/地域開発グループマネージャー。2012年より日本がブラジルとモ
ザンビークで進めるODA農業開発事業「プロサバンナ」や土地収奪問題の現地調査に
従事。2016年度より、GRAINの事業の日本との橋渡し役として、⻄・中央アフリカで
のランドグラブ問題にも関わる。3カ国⺠衆会議実行委員会メンバー。


